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二 宮 町 教 育 委 員 会 

 

 

 

 



 

１ 開 会 時 間            ９ 時      ３０ 分 

 

２ 閉 会 時 間            １２時      １０ 分 

 

３ 教 育 長 名   府  川  陽 一 

 

４ 署 名 委 員            

 

５ 出 席 委 員 

 

議 席 番 号 出  欠  席 氏          名 

１   山  内   み ど り 

２    吉  田   美 佳 子 

３  原     道  子 

４  岡  野   敏  彦 

５   府  川   陽  一 

 

 

６ 出席者氏名      教育部長  鐘ヶ江学 

             教育総務課長  黒石徳子 

教育総務課指導班長  下澤純二 

教育総務課指導班指導主事  新井久美 

教育総務課指導班指導主事  永井貴幸 

             教育総務課教育総務班長  岩崎稔史 

             教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 

 

７ 傍 聴 者      5名 

 

８ 調 製 者            教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 

 



 

平成２８年度１０月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成２８年１０月２８日（金） 

９時３０分より 

場所：二宮町町民センター２Ａクラブ室 

 

― 開会宣言 ― 

（教育長）平成２８年度１０月定例教育委員会議を開催します。 

 

 

― 署名委員の指名 ― 

吉田委員を指名する。 

 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育長）１０月事務報告を資料に基づいて行う。 

（教育部長）政策会議及び平成２８年第３回９月議会定例会・教育関係審議状況報告を資料に基づ

いて行う。 

（各課長）各課の事業報告・事業予定について資料に基づいて説明する。 

 

○（原委員）中学校の特別支援級についてですが、支援級の先生は他にも教科を持っていて、教科

の準備もしなくてはいけなくて、とても大変です。中地区の人事配置等で工夫は出来ないのでし

ょうか。例えば人事交流などによって、人を派遣してもらう等出来ると助かるのではないかと思

うのですがいかがでしょうか。 

○（教育長）中学校の特別支援級の先生は定数として、計上されます。しかし、音楽・美術・技術・

家庭科などは授業時間数が少ない為、特別支援級の専任担当にしないで、教科等の先生にあてら

れることが多いのが現状です。 

○（指導班長）特別支援級の先生は、持ち時間の半分を支援級の時間にあてることになっています。

一人一人の生徒にあった指導を行うのは、学校運営上の重要な問題です。この問題は、教育委員

会や学校間を超えて考えていかなければいけない、これからの支援教育の課題だと考えています。 

○（原委員）小学校の支援級の担任は専任の形が多いので、研修に出たり特別支援学校の先生にお

話を聞いたりする時間もありますが、中学校の先生は教科を持ってしまうと、教科の準備もあっ

てなかなか研修の機会も持ちにくい中で、研修体制の充実は大きな課題だと思います。 

○（教育長）大きな問題だと思いますので、改善に努めます。 

○（山内委員）教育長の事務報告の中の小中一貫教育については、コミュニティ・スクールという

地域との連携の大きな流れの中で、どのように理解されていて、どのように説明されたのでしょ

うか。 



 

○（教育長）小中一貫教育については、神奈川県でも進められていて、それに伴って二宮町でも小

中一貫教育について研究していきたいと考えています。また、平成 32 年には小学校高学年で英

語が教科として導入されるので、そちらも中学校の教育と一貫して行っていく必要があります。

中学校の英語の先生を小学校に派遣し、小学校のカリキュラムを一緒に考えていくなどしていけ

たらと考えています。今後、一人一人の子どもの育ちにあった、小学校中学校 9 年間の一貫した

カリキュラムを研究していきたいと考えています。特に英語については先行して行いたいと思い

ます。新学習指導要領が平成 32 年から施行されるため、それに向けて色々と研究していこうと

考えています。 

○（山内委員）小中一貫教育、コミュニティ・スクール、学校の統廃合を含めた公共施設の再配置

という３つの事業があって、関連性があるのは分かりましたが、それぞれいつ頃どのように行っ

ていくのでしょうか。ビジョンなどを町民の方に説明出来るのはいつ頃なのでしょうか。 

○（教育部長）町では公共施設の再配置の計画を考えていて、その中に学校についての計画も含ま

れますので、その部分については教育委員会主導で行っていきます。 

○（教育長）公共施設の再配置と小中一貫教育を一緒に考えていきたいと思います。 

○（岡野委員）コミュニティ・スクールは、言葉だけが唐突に出てきたような印象を皆さんは持っ

ていると思います。「学校へ行こう週間」は、保護者や地域に学校をオープンにする仕組み、「コ

ミュニティ・スクール」はそれをもう一歩進めて、保護者や地域の方に学校の経営に参画しても

らう仕組みだということを、分かりやすく周知する必要があると思います。 

○（教育長）地域再生という大きな国のプロジェクトがあり、二宮町でも高齢化が進んでいる一色

小学校区の地域を活性化しようという地域主催の事業があります。そこに、教育委員会も地域と

連携して、地域の人にも学校の運営に参加して欲しいという思いから、コミュニティ・スクール

を行いました。コミュニティ・スクール準備委員会は 1 回目の会議を行いました。これから 2

年間かけて活動を行っていく予定です。2 回目の準備委員会では、町民に向けての広報活動につ

いても考えていきたいと思います。 

○（原委員）３つの事業は、それぞれ少子高齢化などを踏まえた将来像を見据えて行われているの

だと思いますので、学校の力だけではなく、地域と協力して行わなければいけません。二宮町全

体で本気で取り組まないといけないと思いますので、きちんとした計画をすぐに示すのは難しい

とは思います。コミュニティ・スクールについての大体の計画、小中一貫教育の大体の計画など、

三鷹の視察で配られたパンフレットのような目に見えるような形を示していけたら全体像が見

えてくるのではないでしょうか。小中一貫教育の関連については、小学校の先生が中学校で教え

るなど、授業づくり研究会というものを以前やっていたことがありました。小学校中学校につい

て、まずは教師が知らなければいけないと思いますので、このようなことを復活させてみてもい

いかもしれません。 

〇（教育長）1点目の計画については、町の戦略にまとめられていますが、具体的なものについて

は教育委員会で素案を作っていけたらいいと考えています。 

○（指導班指導主事）小中学校で授業を見学するという機会はありますが、実際に授業をするとい

うことは、現在は行っていません。学びづくりでは、各学校の研究を伝えたり、別の学校の研究



 

会に参加してもらったりしていますが、実際に授業を行ってもらうのもお互いに知る良い機会に

なると思います。 

○（山内委員）コミュニティ・スクールについては、国でも進められていて、近いところでは開成

町が成功していますし、三鷹については、小中一貫教育と一緒にコミュニティ・スクールを行っ

たところ学力も上がった等、色々実績もあがっていますので、これから地域の方にも意識が広ま

っていけばいいと思います。一色小学校では地域の人にお願いしたいことを色々考えたりしてい

るようなので、とてもいい方向に進んでいると思います。 

○（教育長）現在の地域の活動としては、高齢者の方の負担が増えてしまっているのが現状です。

保護者は昼間、働いていて家にいませんので、どのように保護者の方に参加してもらえるかとい

うことを大きな課題として、考えていかなければいけないと思います。 

○（岡野委員）学校に係わることにどれだけ保護者の方々に参加してもらえるかは、大きな課題で

す。小中学校のＰＴＡは母親が主体となっていますので、父親たちにどのようにして参加しても

らうかが課題です。ちなみに、高校のＰＴＡは活動日が土曜日のため、父親の参加率が高いこと

が一つの特徴になっています。また、学校行事やＰＴＡ活動に参加したくても、仕事や家庭の都

合でどうしても参加できない方も多くいます。以前、カーテンの持ち帰り洗濯という仕組みをや

ったところ、参加者が想定外に多く、参加できなくても、やり方を工夫すれば、それぞれのでき

ることで参加していただけることが分かりました。一方、小・中学校 5 校のＰＴＡの横連携が希

薄であることも課題だと思います。単一校だけではアイディアが枯渇して形骸化していることも

課題なので、5校の横連携を強め、いいアイディアを出しあって共有することが必要だと考えて

います。 

○（教育長）参加したい気持ちがあっても学校に来ることができないという方をどのように取り込

めるかということは、ぜひ考えていかなければならない課題だと思います。来年度は広報もしっ

かり行っていきたいと思います。 

○（山内委員）就学時健診の人数が出ていますが、昨年より減少しているのでしょうか。 

○（教育総務課長）二宮小学校は減少しています。他の 2校は若干増加しています。 

○（原委員）就学時健診については、虐待や所在不明児童等の発見の重要な機会ですので、出席し

なかった児童の連絡については、きちんと対応をお願いしたいと思います。 

○（教育総務課長）当日来なかったお子さんについては、通知をお送りし、何度か連絡しても連絡

がないお子さんに対しては、訪問する等対応しています。 

 

 

― 付議事項 ― 

議案第６号  平成２９年度二宮町公立学校教職員人事異動方針（案）について 

（教育総務課長）平成２９年度二宮町公立学校教職員人事異動方針（案）について資料に基づいて説

明を行う。 

 

 



 

― 報告・協議事項― 

（１）各種委員会委員について 

（教育総務班長）各種委員会委員について資料に基づいて説明を行う。 

 

 

（６）その他 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務班長）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について説明。 

 

 

傍聴者退席 

 

議案第７号   平成２８年度二宮町教育委員会表彰被表彰者の選考について 

 

非公開 

 

 

議案第８号  二宮町社会教育委員の委嘱について 

 

非公開 

 

 

議案第９号  二宮町生涯学習センター運営審議会委員の委嘱について 

 

非公開 

 

 

議案第 10号 全国学力・学習状況調査の結果について 

 

非公開 

 

 

― 閉会宣言 ― 

（教育長）平成２８年度１０月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

１２時１０分 終了 


